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愛媛県佐々連鉱山付近の地賀と鉱床（予報）＊．

竹　由・英．．夫
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　　　　　　　　　　　　　　1　前　　書　　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キぬ佐確鋤は宇齢金謝佐漣尾山の北斜面に鶴三波横晶腸地域a鰍豪感
帯応胎するいわゆる別子型鱗（ぎナこ｝まキースラーガ；）も舞主要対象として稼㌘

している鉱山である。　・　　　　　・．　　　　　．　　　．ξ

　四国中央山地の結晶片署地域はこれまで多くの人々によつて研究がなされており・徳
慧融図pE’12。万分の、）をはii，め砂沢繊鈴講落か猟の先灘鞠こよb・．・e…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くつ　　　　しロ
の研究結果が発表されている。近年その層序と構造について小島丈児の詳細な研究およびヒ1

西南日本編腸艦ノループの各位による講力御られてe・・り・筆者も団体破の簗

環靱碓々連鋤附近の鯨を中心とU7こ譲に簿しテ・・　　　　　1謄

P．IJ子型鉱床1；ρし潜従来多く鯛究がな醜⑳球因樋いろ述べ鷲て獅

力撮近ぽ熱雄鰍の倫に細レガ脚辮輝式郷働るけ硯力・た鮪力・．

であり・その他鉱床の形態と講造ゆ関係等備議されている・∵　　　　㌶1㌦

　筆者はこの地域の地質構造と鉱床の形状および母岩の性質等について・注目すべき；：三

の関係を見いだしたので・ここに予築的な結果を報舌Uて充分な御批剣と今後の研究に対

する御勇言と、をお願いするしだいでうる。　　　L　　　　　　　　　　　　　　：t

亭の研緯行，5・に当つ看緻台御指導をいナ；だ碑木野崎吉郎Xtfi・　／1’島丈児搬誘

繍師ほか当雄の職員学生の諸氏凄アヲねに有袖識や示唆を与えられ”tこ西南日本

結晶片糊究グルプの各位なら碑鯛研の諸学兄・および野外調査に御援助慣動

酬を与えら酵佐碑蝶所吻々嘩々で感謝す灸？

　なお調査研究費の一部に文部省科学研究費交付金を使用し7：。

　　　　　　　　　　　　］［層序丁と　構　造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
　この地域は小沢の解析したS字状構造の北牟部に相当し，無点紋変成帯をはさんで南北

ee広島大学理学部地学教室研究業績第34号

eex 地形図三島（5万分の1ツを参照のこと。
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爾測に点紋変成帯が広く分希する。ee　t－・

　1．構成　岩類　　　　．．　　　　　」：、，

　無点紋帯と点紋帯の構成岩類ほ次のようなものから成り立ち，点紋帯内にしはばしば蛇

紋岩を俘つてくるo

　　　t無点紋’帯顧　’　点・紋　帯　　　　　原　　岩・

　　　黒色片岩・　’・　点紋黒色片岩　　　　一　・泥質・岩L

　　　砂岩片岩　　・　点紋砂岩片岩　　　　　　砂質岩
　　　　　　　　　　　　　　点紋緑色片岩　　　　　　　　　塩基性火成岩および
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩基性凝灰岩　　　緑色　片岩　　　　点紋緑泥緑簾角閃片岩鞭
　　　　　　　　　　　・　　角・閃　片岩
　　　　　　　t．・　　．．　＿．　　，　　　　　　　H　凝灰岩．珪質沈澱岩．
　　　　石’英　片　岩　　　　　点紋石英片岩　　　　　　　　　および変成分化脹

　　　、玩囁　’　　・　　　’「．　　　　　　　・　・”　　t　　　！　・・’

　黒色片岩は一般に片理がよく発達し，優黒色で細かな鐵曲構造を示しており，構成鉱物

E’して絹雲母；4タシ石，石英，曹長言のぼが少量の石墨および緑泥右が見られる。点紋

　　　　　　　　　　　　　もげナロこコみ　　し　リ　ミ　　セ
無色片岩は黒色片岩に比して片蓮の発達が弱ぐ，書長石の斑状変晶が歳長しs／その内部に

石墨を自有して黒色の点紋を形成することも多い。　　’

　　　　

ゼ

　砂岩片岩は一般に塊状で片理の発達力ま弱くふつう肉眼で残留結晶が認めぢれる。°帯黒色

納セ願鱈構蠣物として絹雲母；5L　P　”i石‘石英・報砺醜の緑泥石纏

右が見む紅，残留鉱物にぼ石英・曹長石花した斜長右’・普通輝石が残存する。点紋砂岩片

岩は再結晶作用が著し6tこめ残留鉱物は見られず，酋長石の巌状変晶ガ｛成長する。点紋黒

．色片岩に比して石墨質が少く一般に灰白色を呈する。鞘梼　　　　　　　　　’f

　隷色片岩はおも’にチダン石・陽起石・緑泥石・緑簾石・曹長石の鉱物により構成され・

しばしば1赤鉄鉱）石英片岩を瞬う。片理の発達の弱6獄のもの砺牌あよ・〈嘉達

，するもの，ま7：濃線色のものから淡緑色のもの等いちいろぞ鉱物の量比も多様である6点

紋緑琶片岩は曹長石の斑状変晶の成長ととも1ごアルヵリ角閃石の晶出ぷ見られ・准1角閃片

岩ではア〉レ｝ziリ角閃石が主要な造岩鉱物となり，角閃片岩でぽアルカリ角閃石ピ代つて普

壷角閃右が主要な造岩鉱物となる。T特に佐々連鉱床地医では准角閃片岩と角閃片岩は同一

砦層内で共存し，また走向方向に爾者が移化する鏡象が見られる。

　石英片岩は灰白色の緻密な岩石で，絹雲母（緑泥石・緑簾石）・方解石・石英が主要な

構成鉱物である。岩層によりまたは同一・岩層内でも部分により・赤鉄鉱や少量の紅簾石を

・これより後は点紋嶽帯，無点綴成帯を略区轍帯；無点紋帯と呼ぶこと．にする・．

魏購脚灘灘羅畿霧輪餓講蜘ビ作騰しN・た魏
f　　黒色片岩との類別に困難なことが多く注意を要する。
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俘ない赤色を帯びることも多い6点紋百英片岩は紅簾石・緑簾石三角閃石・柘榴言等を含

み，紅簾石石英片砦は美しい紅色を呈し，方解石の量が多い。柘榴石右英片岩の柘榴石に

は，紅榴石とYンガン柘榴石の雨種が存在し，前者を含むものは肉色，後者を含むものは

黄色を呈する。角閃石石英片碧は一般に黒色を呈し，佐々連鉱山では紅簾石石英片岩がア

カハブと呼ばれるのに対してクロハブと呼ばれている。

　2．層序と　構造
　中央構造絵より佐々連尾山に至るあいだの地域を，その間を走るつぎの3断層により便

宜上北部，中部，南部の3地区に分けて述べることにする。　　　　　　　　　’

　これらの断暦は，北側より蛇紋砦を俘ないほぼ東西に走る翠波嶺・卒石山断暦，衝上性

の薬師峠・赤星山断層および四国中央山地で最も顕著で蛇紋岩を伴なう下名，津根山断暦

である。（第ユ図参照）

　1）北部地匠

　ζの地区は全域点紋帯で，点絞黒色片署がその大部分を占め，点紋緑色片岩懸紅簾石石

英片岩を挾在しており，これら岩層群は三縄暦に薦するものと思われる。一般に走向北

70°～80°西，傾斜40°北内外でみかけ上単翁構造を示している。

　2）　中部地匠

　この地区の無点紋帯は黒色片岩・砂砦片岩・線色片岩・石英片岩の各種岩暦よりなる三

縄層が広く分布し，三縄層最下部の黒色片署は新宮鉱床を胚胎ずる線色片暑を挾在する。

点紋帯は北剣に発達するが，これは北部地区の点紋帯と同一帯のものと思われる。構造は

大歩危背斜に連続するゆるい西落ちの背斜軸が西之谷附近を通り，全体としてゆるやかな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
背斜構造を示している。線構造はほぼ背斜軸に卒行である6

　3）南部地厘（佐々連鉱床地厘）

　この地区の無点紋帯南よび点紋帯は構成岩類のすべての岩暦よりなり・、爾帯の境界は佐

々連鉱床ρ母岩である准角閃片碧層より梢々北側に存在する。筆者は以前爾帯の境界は曹

長石の斑状変晶を形成する溶液が石英片岩に遮ぎられて境いされると考えたが，爾帯を貫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
く金砂坑大切坑道を精査し7三結果・愛媛鉱山附潭において見られる爾帯の関係とほぽ同じ

現象を呈し・点綜帯に近すく鮮従い恰も溶液の通路を示すかの様な片理にそつ7こ曹長石の

斑状変晶のシー・一ム（S・am）が脚始め・段婦の搬と規灘増し・中には無点紋砦暦

と互暦状態を示すところも見られ，見掛上佐々連鉱床の母岩の下部に位する黒色片碧層中

の蛇紋砦を件つた著しい勢裂擾乱帯を経て爾帯が移過することを確認し7こ。

　一般に走向は爾帯を通じて北70°～80°西で，傾斜ば無点紋帯で1まゆるく20°～30°南を示

し，点紋帯の近くでは40°～50°南と梢々急傾斜になり，点紋帯では更に斡傾斜になり60°
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～70°南で，全体として見掛上単斜構造を呈する。線構造は一般にb軸にZF行で，方向北

70°西～南70°東，．落し0°～10°である。

　上述の爾帯の関係や岩層配列の順序および複難な小雛曲構造を示す点から佐々淳鉱床地

区にも横臥摺曲の存在が予想されるが，正確な構造と暦序は今後の調査に侯たなけれぱな

らない。

　　　　　　　　　寧　　　　　　　　　　　　　　　、　　　N
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　　　　　　　　　s　　　　　　“　　　・　　　　　　一　ミ

　　　　　　　　　（A）　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　（B）

　　O　黒色片岩暦内　◆黒色片岩瞬丙で特　○　緑色片岩瞬丙　　◎　樋之丙変動帯丙
　　　tt．．．．　　　　曙い帽卿，　、進騨片矯西．

　　　．，第2図　（A）無点紋帯内における小断層面の極の毅影図（ステレオ図法）

一∵、
　（B）点舗内に翻る小町縮〃〃（〃り

第2図は佐漣鉱床の坑内に見ら移・1・断層面の極砂テレ燗法によ喉影レナこもの

であり，無点紋帯内では走向性のものが著しく発達し，また中には片理面に斜交しで点紋

帯の片理面にほぼ不行な此較的急傾斜のものも認められる。これに比して点紋帯内では特
噸之腋動帯麟おいて囎のゆるやか蠣上性の小断層が鍵する．これらの事実は

剛化の過程における爾帯の運動が相互に密接に影響し合つたためではないかと思われる。

　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　　『皿　鉱床　と　母岩

　佐々連鉱床は傘砂r佐々連・金立および最近発見され7：金泉q）4鉱体よりなる。各鉱体

は柳騨物く聯を呈し・騨相準行して騨勺嗣砺し・その走噸斜は大体麟
の片理面に一致して走向北50°～70°西・傾鶉40°～60°南である6xee

轍述する如く，糠胚胎して騰造力搬に見輪琳平行な騰造と異る帯を戴丙慰

　　動帯≒呼i：6
’“’　ee 佐々連鉱床の各鉱体が片理に斜交した雁行配列を示すかどうか不明である。
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皿［皿黒色膿皿嶺片岩［コ母岩’E≡ヨー鉱体

第3図　母岩内の鉱依群の分布状態図

　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　’

、1．，鉱床と母岩の性質

　鉱床を胚胎する母岩は准角閃片岩で，その内部に紅簾石石英片岩・柘榴石石英片岩・角

閃石疎腸搾び欄石綱腸を搬する・准鯛牒の主要嚇雌物は点囎長
石e・・EI雲母・アルカ喚閃石・緑泥石・緑篠石・石英・方解石で・こρ他柘榴神骸ン

石・燐灰石まれに紅簾石・電気石を件つてくる。これら各鉱物の量比は変化に富み，特に

鍾之内変動帯では隷泥石化作用・緑簾石化作用が著しく，鉱体に近接して石英方解石脈を

多く俘ない，形質ともに一様でない。

　これは結晶片岩形成の変成過程において，一殻にみられる変成分化作用に更に鉱床形成

に関与した溶液の母暑に与えた影響ヵ功πわつ江結果之恵われるが，爾作用の結果を区別す

ることは困難である。　　　　　　　　　’　　　　　　　・L　’　一　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コ1）
　別子型鉱床の特性としで鉱体ど石英片暑は密接な随俘関係を示すが；金砂鉱体は膨縮の

烈しい石英片岩を間にして・石英片署と准角閃片岩との境界にそい．ヒ簿と黍鎚の2孜に分
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れ，（第4図参照）この石英片岩の尖滅部附近では上鍾と本錨は近接して鉱塊（bonanza）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1？）
を形成する傾向を有し，別子鉱床と同じくこの尖滅線と鉱体の落しがほぼ干行している。

（第5図参照）

　またこの上錨の西端は石英片岩層内の柘榴石石英片岩に囲まれて異常な膨らみを示し，

急激に尖滅する現象も観察される。（第6図参照）

　准角閃片岩中の角閃石石英片岩および柘榴石角閃片婦もまた鉱体に近接して存在する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
　この両岩中の角閃石は杉ZtM’一一’‘。岡忍により記載された別子附近五郎津および伊予鉱山の角閃石と同

性erapものであり，石英。紅簾石・緑簾石を含有する飾状組織を示し・一般に澗光角が大きく（CAZ
－＝20°～30°）多色性および光学的分散が著しく，二段あるいは三段の累帯構造を呈し・外縁部ほ

　ど屈折率が高く鉄分に富むものと思われる。

∵～

　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　tO　c　tS

　　　　　　　　　第7図S・fクトナイトを示す角閃石石英片岩　．’・

、その産状は柘榴石角閃片岩でほ微綴曲軸に一致する明瞭な線片理を形成トているIAニテントナ

イト）が，他方角閃石石英片岩では第7図の如く片理面丙においセ無秩序な醜列を示し，S一テク

Fナイトを形成ナる。　これらほ樋之丙変動帯の運動に関聯Uだ強障ρ差動運動の結果生Pた現rv　・
　　　　　　　　　（14、
ではないかと思われる。　　　　　　　　　　　　　　’”・．

　2．鉱床と母岩の線構造　　　　　’　　　　　　・　　　’　　　　　　tt
　　　　　　　　　　（li，）
・1すでに報告した如く，鉱床附近の母岩の線構造孫は方向南40°～60°西・°傾斜30°～40°南

西であ6，各鉱体ぽこの構造に一致して卒行な落しを示し，’走向方向よりも落しの方向に

伸びる傾向が見られる。」 　　　　　　’　　　L、’　　　　　　四　　’　一，，一’
　　　　　　　　　1　°

eeヒの線溝造は主に母岩の小波状摺曲軸（the　axis　of　crumpling）と微雛曲軸（the　axis’

　　of　cr　illklillg）を測定したものである。
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　　　　附近の鉱床図
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　特に明瞭な線構造の観察される金砂坑内を調査しテこ結果，つぎの事実を確認しナこ。

　1）鉱体附近の線購造は，佐々連鉱床地区に一般に発達するb軸に干行な線構造とはあ

きらかに変位し，片理面の傾斜方向に近い値を示しており，鉱体はこの線構造の変位帯内

に存在する。筆者は鉱体を胚胎する線構造変位帯を鍋之内変動帯，この線構造を鍋之内線

構造と呼ぶことにする。

　2）鑓之内線構造は下部傾斜の方向に牧飲する傾向を示し，富鉱体の形態はこれにほぼ

一致する。　（第8図参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦∴’

　この鑓之内変動帯の巾は約70mで，鑓之内線構造はa軸に干行な性質を有し，，可塑性

変形時期に測る衝上性の灘翻に起因U7、「伸び」を表示す総のであり，金磯体

以外の佐々連・金立・金泉の3鉱体もそれらの落しの方向が相干行する点から錨之内変動

帯内に存在するものと思われる。

　線構造変位帯はこの他祖谷谷露頭に向けて貫く探鉱坑道において2ケ所観察されるが・L

これらは異種砦層の互層する帯に発達する。

　以上の事実は既に佐川により一種のすれちがい運動によるたり変動帯として指摘されて1

いるが，その直観的観察の正しさは驚嘆に値するものである。　　　　　　．

　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　N
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　　●　黒色片岩暦内　○　緑色片岩暦准角閃片岩暦内　㊥　准角閃片岩厨丙で瀕度の高い節理

　　　第9図　（A）鍾之内変動帯以外における節理面の極の投影図（ステレオ図法），

　　　　　　　、（B）樋之内変動帯内における節理面の極の投影図　（　〃　　　　）．　一一

　第9図は第2図と同じくステレオ図法により，鑓之内変動帯とそれ以外の帯に見られる

節理面の極を投影したものである。爾者の傾向は剛化の過程における力学的条件の差を思

わせる様な幾分の差異を示している。
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　　　　　　　　　　　　　　W　鉱　石　と　鉱　物

　佐々連鉱床の鉱石は黄鉄鉱と黄銅鉱の集合したものであり，脹石として絹雲母・石英

（玉髄質）・緑泥石・方解石ときに電気石ecを俘い，鉱石の周縁部では菱マンガン鉱・脈・

柘榴石脹も見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　鉱染状態を示す部分は准角閃片砦に接する側に多く，中には沃状構造を形成し，また長

痙が6fh、におよ蒙廻転楕1［］形の琵鉄鉱粒が鉱染する部分も見られる。；一’h’石莫片慕に接す

る側には余り鉱染を行わす，明瞭な撞界を示すことが多い。

　　a，黄鐵鑛・黄銅鑛・斑銅鑛

　別子型鉱床の通性の如く・黄鉄鉱粒間を黄銅鉱および少量の斑銅鉱により充し，または交代してい

る。黄銅鉱脈・斑銅鉱賑は鉱床の下部．に多く，片理を切るいわゆるハネコミ状を呈し，鉱石鉱物中最

後に晶出したものと思われる。

　　b・赤鐵鉱（鏡鐵鋤　　　　　．　　　　’一　　　．

　赤鉄鉱は一般に鱗片状をなして，鉱体に接する准角閃片岩内に多ぐ，時に磁鉄鉱と共生して片理面

に沼い著しく晶出する部分が見られ，また石英方解石脹中にも散見される。　　　　　　　　　　J

　　c．磁鐵鉱

　磁鉄鉱は方解石を件い・赤鉄鉱に比べて鉱体と石英片岩の接触部に多く晶出し，中には赤鉄鉱化作

用により周縁部が赤鉄鉱に変化したものも見られ，また磁鉄鉱脈を形成するところも存在する。

　　　　　　　　　　　　　　　　V　結　　　語　　　　　　、　．　　　／

　佐々連鉱床地区は薬師峠・赤星山断層および下名・津根山断層により南北爾端を割され

て襖形を呈し，白滝・別子鉱床地区，新宮鉱床地区との連続関係は断たれている。

　佐々連鉱床は点紋帯と無点紋帯の境界に近い点紋鵜内の准角閃片岩を母砦と．レ，その特

性として　　　　　　　　　　　’　　－

　1）　金砂・佐々連・金立および金泉の4鉱体よりな：りうこれらの走向傾霜は母岩め片

理面にほぽ乙致して屠状を呈し，東西に雁行状の配列を示している。

　2）　鉱床を胚胎する附近はa軸に雫行な線構造によつて特徴すけられる鑛之内変動帯が

形成されているd’　　　’　　　　　　”　　　－
　3）　鑛之内線構造は下部傾斜の方向に牧獄する傾向を示し・1富鉱体の落しにほぼ一畢

する。．．

　4）　母砦である准角閃片岩の構成鉱物の量比は変化に富みジ特に鍾之内変動帯内では

継泥石花作用・緑簾石化作用が著しい。　　　・　　’　　　’　　　　’　　’　　’　　”

　　　　　　　　　　　　　　　VI後　　書　　き

　今後の問題として

ee 当教室の標本で，別子鉱床産の鉱石中に電気石の晶出する標本が存在する。
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　1）別子型鉱宋の胚胎する位置を層序と構造の解析によつて確めること。

　特に点紋帯と無点紋帯の境界附近に胚胎する別子型鉱宋が層状の形聾を示して落しの方

向に伸びる事実は従来の研究により判明しているが・これらの鉱床は佐々連鉱床と同様な

衝上性の運動により形成される錨之内変動帯内に存在するのではないかと思われる。

　2）三波川帯の発展（進化）という観点から点紋帯と無点紋帯の分化とこれに関聯する

地質学的条件を具休的に検討すること。

　上述の衝上性の前進運動は変成過程持に造構造運動の過程における卓紋帯と無点紋帯の

　　　　　　　のの
，対立的関係一小島は「点紋変成帯と無点紋変成帯とは互に区別される変成史と造構史を辿

つたものである。」ことを指滴しナこが，’向」系内における爾帯の差異は五1に相対立しまた

相互に関聯し合って結晶片岩形成に重要な役割を果しテこと見るべきであろう一が変形様式

の異つた異質岩層の互暦する帯に反映したものと思われる。　　　　　　　・　　．，
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　　　　　Geology　and　Ore－deposit　of　the　Sazare　Mining　Distrlct，

　　　　　　　　　　　　　　Ehime　Prefecture（Preliminary　Report）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Abstract）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hideo　TAKEDA

　The　Sazare　mining　district、lies　in　the　Sambagaw．q　crystalline　schist　region

in　Central　Shikoky，　and　belongs　to　one　of　the　spotted　schist　zones．　As　the

north　and　south　sides　of　this　district　are　cut　by　the　Yakushit6・Akaboshiyama

thrust　and　the　Shimomyδ・Tsuneyama　fault，　it，　forms　a　wedge，　separated　from

the　Bbssi－Shirataki　and　Shingu　mining　dlstricts．

Th・・p°tt噸・hists　a・e　c・mp・sed°f　plack－sch　i．・t・°f　a・gillace・us「°ck

origin，　sandstone　schists　of　arenaceous　rock　origin，　piedmontite－quartz－schists

gr㏄n－schists　and　’ amphidole・schists，　acc6mpanied　by　serpentinite．

　The　ore－deposit　of　Sazare　Mine　is　a　so・called“bedded　cupriferous　pyritic

deposit　of　Bessi・type’，　or　‘‘Kieslager’，，　and　consists　of　four　ore・bodies；

Kinsha，’Sazare，　Kinrit　su　and　Kinsen．

　　They　are’found　along　i‘Hinouti’，　shear　zone，　and　the　elongat　ion　of　t　hem

generally　coipcides＃with　the“Hinouti，，－1ineation，　which　is．　parallel　tq

a・axis　and　converges　to　the　down・dip　direction．　These　properties　may，

represent　the　result　s　of　thrusting・foremovement　along　the“Hinouti，

shear∵乞6ne．　　幽・

　　The　country　rock，　spotted　albite・chlorite・epidpte・amphibole・schist，　is

characterized　by　chloritization　and　epi40t　ization　along　the　‘‘Hinot・†　i”

shear　zone．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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